
地域間需給格差など問題も

「
人
民
皆
保
険
」の
課
題

第回　
中
国
で
は
１
９
５
１
年
に

都
市
部
国
有
企
業
を
対
象
と

し
た
医
療
保
険
制
度
（
主
務

官
庁
は
人
力
資
源
・
社
会
保

障
部
）
が
導
入
さ
れ
、

年

が
経
過
、
政
府
は
２
０
２
０

年
ま
で
に「
人
民
皆
保
険
」の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
体
系
は
２
つ
に
分
類
さ

れ
、
本
人
の
戸
籍（
都
市
戸

籍
又
は
農
村
戸
籍
）や
、就
業

有
無
で
分
か
れ
、都
市
就
労

者
は「
都
市
職
工
基
本
医
療

保
険
」に
加
入
、都
市
非
就
労

者
や
農
村
住
民
は「
都
市
・
農

村
住
民
基
本
医
療
保
険
」に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。前
者
に
は
加
入
義
務
が

あ
り
ま
す
が
、都
市
非
就
労

者
・
農
村
住
民
は
任
意
加
入

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、保

険
料
徴
収
や
財
政
基
金
管

理
、給
付
内
容
決
定
等
、実
質

的
な
制
度
運
営
は
各
地
域
で

行
い
、其
々
の
社
会
保
険
管

理
機
構
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　
都
市
職
工
基
本
医
療
保
険

は
２
階
層
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
１
階
部
分
の
基

本
医
療
保
険
は
一
定
額
の
基

礎
給
付
が
受
け
ら
れ
、
２
階

部
分
は
高
額
医
療
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
自
己
負
担
は
１
階
同
様
に

２
階
部
分
で
も
一
定
額
必
要

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
上
海

な
ど
一
部
地
域
で
は
限
度
額

を
設
け
て
い
な
い
場
合
も
有

り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
設

け
て
い
ま
す
。

　
給
付
に
つ
い
て
は
入
院
や

通
院
を
対
象
と
し
、
免
責
額

や
自
己
負
担
割
合
・
限
度
額

も
異
な
り
ま
す
。
入
院
通
院

給
付
は
日
本
と

も
異
な
り
、
受

診
し
た
医
療
機

関
の
規
模
や
ラ

ン
ク
、
ま
た
医

療
費
多
寡
等
に

基
づ
き
各
地
域

が
設
定
し
ま
す

が
、
管
轄
市
以

外
で
受
診
し
た

場
合
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り

ま
す
。

　
ち
な
み
に
ラ

ン
ク
分
け
し
て
い
る
一
番
の

要
因
は
階
級
ご
と
に
自
己
負

担
割
合
が
異
な
る
た
め
、
患

者
の
集
中
が
避
け
ら
れ
る
た

め
と
の
こ
と
で
す
。

　
保
険
料
に
つ
い
て
、
１
階

部
分
に
あ
た
る
基
本
医
療
保

険
料
は
雇
用
主
が
従
業
員
賃

金
総
額
の
８
％
、
従
業
員
が

前
年
平
均
賃
金
の
２
％
を
負

担
し
、
２
階
部
分
の
高
額
医

療
費
給
付
を
対
象
と
し
た
医

療
保
険
に
つ
い
て
は
各
地
域

で
定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
制
度
開
始

か
ら
皆
保
険
を
目
指
し
て
い

る
中
国
で
す
が
、
地
域
間
で

の
需
給
格
差
や
益
々
深
刻
と

な
る
少
子
高
齢
化
か
ら
な
る

財
政
問
題
な
ど
、
課
題
は
山

積
み
で
す
。


